
書評 : 片山一道 : ポリネシア人 :
石器時代の遠洋航海者たち 

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2017-03-14

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 印東, 道子

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10502/00008390URL



書　評

片 山一 道:ポ リネ シア 人 一石 器 時 代 の 遠 洋 航 海 者 た ち

1991年,271頁,同 朋 舎 出版,京 都.2,500円.

　本書は読みだしたら止らないお もしろさがある.地

球の三分の一以上を占める広大な海の半球に暮 らして

きたポリネシア人が,ど のようにして これだけ多 くの

島々に拡散 したのか,ま た立派な体格と,初 期 ヨーロッ

パ人達が自分たちコーカソイドに似ているとも表現 し

た顔っきなどの,い わば謎ときをすることによって,

読者にポ リネシア人を じっに身近に感 じさせてくれる

一冊である.

　 ポリネシアはハワイとニュージーランド,イ ースター

島を結ぶ三角形の地域を指 し,広 大な海の半球の中に

ある.そ の中に散在する多数の島々に住みついて生活

してきた人々がポリネシア人である.プ ロローグとし

ての第一章では,ポ リネシアを様々な側面から紹介 し

ている.著 者はオセアニアの人々の世界や歴史を考 え

るには,海 の半球が舞台であることを頭に入れてかか

らなければならないと強調する.そ して,生 物地理学

上の境界線であるハ ックスリー ・ウォー レス線を越え

てオセアニアへ拡散 した人々を"石 器時代のスーパー

マン"と 呼んでいる(p.29).

　 オセアニアの人々と言っても均一な集団ではない.

広大な海洋世界は,地 理学的にポ リネシア,メ ラネシ

ア,ミ クロネシアの3地 域に区分され,そ こに住む人々

も同 じ名前で総称されてきた.こ れらのうち,本 書の

題名であるポリネシア人は,人 類学的にも民族学的に

もほぼ均一なので,同 一 グループとして扱うことに差

しっかえはない.し かし,ミ クロネシアとメラネシア

は1つ の民族グループとして扱えるほど均一ではない.

それにもかかわ らず,オ セアニアの人々の系譜関係な

どについて人類学者が検討する際には,安 易にこの地

理学的分類を用いる傾向がみられた.

　 著者はオセアニアの人類学研究には,ポ リネシア,

メ ラネシア,ミ クロネシアという地域区分の使用をや

め,R.グ リーンの提唱 した 「ニアー ・オセアニア」,

「リモー ト・オセアニア」の使用を提唱 している.こ

れは,数 万年前から旧石器文化をもった人々が分布 し

ていた,ニ ューギニア北東の ビスマーク諸島からソロ

モン諸島にかけての,大 陸部か ら比較的近距離に連な

る島々をニアー・オセアニアと称 し,そ れ以東の長距

離を航海しなくては渡れない島々をリモー ト・オセア

ニァと称するものである.
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　 この区分法は,人 類のオセアニアへの拡散という視

点か ら見た場合は有意義な分類である.し かし,リ モー

ト・オセアニアとして ミクロネシアや南メラネシアと

ポリネシアとを同一区分に含めるのは,少 々広汎にす

ぎる.今 後,様 々な分野の研究が進展することによ っ

て,よ り具体的な区分が設定されることが期待される,

　 さて,本 書の主題であるポ リネシア人は,こ のリモー

ト・オセアニア地域のなかでも,安 山岩線より東の海

洋世界(ニ ュージーランドを除 く)に 拡散 した集団で

ある.こ れほど広い地域に居住しているにもかかわ ら

ず,形 質的にも文化的にも強い均一性を示す.第 二章

ではこのポリネシア集団の形質的特徴が紹介されてい

る.

　 ポリネシア人は高身長であるのが特徴の一つである.

170～173cmと い う平均身長は,世 界で も有数の高身長

民族であるという.さ らに,ポ リネシア人は非常に筋

肉質で骨太であり,肥 満体が多い.著 者はこの肥満傾

向は本来のポリネシア人にはなかったと考える.っ ま

り,限 られた食糧源でも十分な血中の糖 レベルを保っ

「倹約遺伝子」を持 っている彼 らが,ヨ ーロッパスタ

イルの糖分過剰の食生活に移行 した結果,肥 満 したと

いうのである.ポ リネシア人はまた,胴 が長めで,ロ ッ

カー形の下顎を持つが,骨 格は概 して縄文人と共通す

る特徴が少なくないという.こ れは大腿骨の柱状性や,

下肢長骨の扁平性が顕著であるなどの特徴を指 してい

る.し かし,ポ リネシア人がアジア起源であ ることを

もっともよく示 しているのは,日 本人や中国人に特徴

的な遺伝子 「アジア人特有型」(9塩 基対欠損遺伝子)

の出現頻度が,ポ リネシア集団では100%に 近 いとい

うことである.こ れによってポ リネシア人が東アジァ

のどこかにそのオ リジンを持っ ことが明らかであると

いう.

　 では,ポ リネシア人が東アジア集団とは異なる点,

つ まりポ リネシア人のユニークさは何なのであろうか.

第三章に紹介されたポリネシア人のユニークさの主な

ものは,以 下の6項 である.

1."筋 肉 マン形"の 大柄な体型

2.強 い肥満傾向

3.各 種身体形質の強い偏異傾向

4.ア ジア人的な,と きには"過 度にアジア人的な"

　 身体特徴

5.多 産傾向
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　ポ リネシア人の持っ 「倹約遺伝子型」に しても長い

成長期に しても,つ ぎつぎと無人の島々へ拡散していっ

たポリネシア人にとって,う ってつけの形質的特徴で

あったことはじつに興味深い.

　 いずれの仮説 も,ポ リネシア人の祖集団がこれ らの

ユニークな形質をすでに持 っていたのか,あ るいは海

洋環境へ進出 した後に獲得 したものであるのかを,今

後の発掘資料を用いて検証 しなくてはならないが,従

来の系譜論に対する新鮮な挑戦であり魅力的である。

　最後の第五章と六章は,ポ リネシアへの拡散時期お

よびルートに関するこれまでの説を紹介 してポリネシ

ア人のルーツを探ろうとするものである.こ の分野 は

長い間,考 古学者の独壇場であった.遺 物の形式分類

に基いて作 られた,拡 散のオーソドックスシナリオは

未だにあまり大 きな修正 も施 されずに,多 くの概説書

に用いられている.し かし,最 近の周辺諸科学の発達

によって,い くつかの異なったモデルが提唱されは じ

めている.コ ンピュータを使 ったシミュレーションモ

デルや,歯 の形態特徴からみた縄文人とのコネクショ

ンを強調 したモデルなどである.ま た,年 代測定値の

測定資料の材質 ごとの修正値を再吟味 して,こ れまで

提出された年代を修正 し,新 しいモデルが提唱された

りもしている(た とえばKIRcH,1986,　 ANDERsoN,

1991な ど),し か し,こ れ らのモデルもやはり作業仮

説の域を抜け出していないのである.年 代値を伴 った

考古学資料はもっとも説得力のある証拠であるが,言

語や動植物,航 海術など,多 分野の研究成果をとり込

んだ,総 合的検証作業が今後必要とされるであろ う。

その意味において,形 質人類学の領域か らポリネシア

人を研究 した本書が,他 分野の研究者に与える刺激は

大きい.

　 著者は,ポ リネシア人 と縄文人との骨格の類似性を

強調 してはいるものの,祖 集団であるラピタ人は南シ

ナ海あたりか ら南下 した海洋民 グループであろうとし

ている.ラ ピタ人の源郷が究極の研究目標であるのは

言 うまで もないが,そ れと目される地域の考古資料が

乏 しい現在,そ こまで追及するのは難 しい.

　 本書は,と かく資料の羅列や学説の紹介などで読者

の気をそいだり,難 しくなりがちな部分を大胆に省き,

軽快な文体で語 られているが,少 々筆が走りすぎた箇

所もいくつかみられる.た とえば,「 オセアニアの各

民族の歴史には,文 字による記録をもてあそぶ歴史学

の方法によって明らかにできる部分はまったくない,」

(p。17)と い うのは,明 らかにヨーロッパ人との接触

時に残された資料の価値を無視 したものである.ポ リ

6.早 熟傾向

　ポ リネシア人の研究史において これらのユニークさ

は研究者をひきつけると共に,こ の集団の系譜関係を

探 るのに障害にもなっていた.周 辺諸集団には類似 し

た形質を持ったグループがいないか らである.そ のた

めにインドやアメリカ大陸,地 中海などにオ リジンを

もとめたりする荒唐無稽の説まで提唱された.こ のよ

うな従来の研究にたいして著者は,系 譜論の最大の弱

点は 「正確な類縁関係が描ければ集団間の系譜関係な

どはす ぐに解決するだろうという思考法そのものの中

に内在 している」と指摘 し,別 の仮説を提唱すること

によって解決を試みている.こ の発想の転換は成功 し

ているようにみえる,つ まり,ポ リネシア人のユニー

クさを,ポ リネシア集団が獲得 した形質であると捉え,

まずその原因を探ろうとしたのである.以 下の2つ の

仮説が第四章で展開されている.

　 最初の考えはニュージーランドのホー トンが提唱 し

たもので,「寒冷地適応」によってポ リネシア人のユ

ニークさを説明 しようとするものである.こ の仮説は,

ポ リネシア人が身長 と体重の比が少なく,ず んぐりむっ

くりしており,体 重の割りに体表面積が少ないなど,

熱帯に住む人の身体特徴というより,む しろ寒帯近 く

に住む寒冷地適応 タイプの人の体型に似ていることを

指摘 したものである.海 上で長時間活動するのは,陸

上で想像するよりも寒い.身 体のいろいろな部分の特

徴がバラバ ラに寄せ集め られたのではな く,シ ステマ

ティックに寒冷気候に適応 した結果,ユ ニークな形質

が生み出されたとする考えである.

　 この考えに対 して,著 者は上記の特徴がポリネシア

人の祖集団であるラピタ人にあまりあらわれていない

ことか ら,や や否定的である.ポ リネシア人に寒冷適

応タイプの体型が定着するには時間的に短すぎるとい

うのがその批判点である.そ してもう1つ の仮説 とし

て,著 者自身が提唱する 「過成長 タイプ」仮説を紹介

している.こ れは,巨 人症者の形態特徴とポ リネシァ

人のそれとを比較 し,骨 格特徴が類似 していることに

着目したものである.ポ リネシア人は歯の萌出年齢が

現代のホモ ・サピエンスの標準より1か ら2歳 程度早

く,初 潮年齢 も2歳 くらい早い.こ のことは思春期が

長 く成長期が長いことを意味し,出 産可能期間が長い

のではないかと指摘する.こ れは,新 しい無人の環境

へ拡散 し,急 速な人口増加が必要な場合にみ られる,

生態学でいう"r戦 略"に あたるのではないかと着目し

ている.
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ネシア人が拡散 した後,そ れぞれの環境下において発

達させた社会システムや居住様式などは,こ のような

記録資料からもっともよく再建されているのである

(例えばDAVIDSON,1969).ま た,ポ リネシア人が,
　　　　　　　　　　　　の　　　

いとも簡単にキリスト教に改宗 した(p.32,傍 点 筆

者)と いうのも,い くつかの例外を除いて正 しくない

し,タ パ(樹 皮布)に 用いた植物はハイビスカス(p.

32)で はなくカジノキである.し かしこのようなマイ

ナーな点は,本 書の価値をいささかも下げるものでは

ない.

　 オセアニアの先史文化を形質人類学の視点か らわか

りやす く語った本書は,難 しい専門用語にこだわ る考

古学者に反省を促すかのようである.オ セアニア研究

自体がまだ年月の浅い研究分野である.海 洋世界のす

ば らしい自然と人々を研究対象にすることの喜びを,

一人で も多 くの人に知 ってほしい.そ んな願いを込め

て書かれた本書は十分にその役割を果たす ことであろ

う.
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